
 

 

 

 

 

 

 

1.ゾーニングの検討について 

・公園への思い・アンケート・要望により今回の計画で導入が想定され

るゾーンと機能について整理してみました。 
 
「あそび」・あそびゾーン 

・斜面を活かした遊びができる・子供が安心して遊べるところ 
「運動」・広場ゾーン 

・軽い運動ができるスペース（ボール遊び、バトミントン） 
「休憩、コミュニケーション」・休憩ゾーン 

・皆が集える、ゆっくりできるところ 
「みどり」・修景ゾーン 

・修景、四季を楽しむ 
「自然観察、みどり」・植栽ゾーン 

・四季を感じる、隣接住宅、外周道路沿いのプライバシー安全性の確

保 
「安心・安全」・公園全体 

・周りの人の視線がとどく、死角ができない空間づくり 
「その他」 

・水飲み場、自転車置場など便益施設の設置 
・スロープの配置 
・隣接住宅への配慮 

 

2.各 3 つのグループにおけるゾーニングと計画案の成果 

・赤・青・黄の 3 つのグループにて、前半と後半約 2 時間ゾーニング

と計画案について検討が行われました。 

1.第 1 回鞍骨公園ワークショップ新聞をもとに前回内容の確認 

2.第 1 回鞍骨公園ワークショップの中での宿題 

1）公園名称の再検討 

・都市計画の決定により鞍骨公園という名称を変えることはできま

せん。鞍骨という言葉のイメージを変えるような計画により新

たな愛称が生まれるような計画を考えたいと思います。 
 
2）防犯カメラの設定 
・市全体の整備水準から検討した結果、現状においては無理な状

況にあります。見通しのよい公園づくりを行うことなどにより

安心・安全を考えていきたいと思います。 
 
3）流れについて 
・維持管理の問題から街区公園に水施設を設置することは難しい

と考えております。 
 
4）公園計画のテーマについて 

・あくまで参考例です。最終的に公園計画が決定した時に計画案にあ

った「テーマ」を再度検討したいと考えております。 

 
公園計画のテーマ（例えば） 

「斜面を活かした遊びと皆が安心して利用できる公園」 
「見晴らしの良い、四季を感じることのできる公園」 



 

キーワード ゾーン等 検討内容 主な導入施設

入口・動線

4箇所に設置します。北側と南側の隅に2
箇所づつとメーン入口を北西側に設定して
あります。園内動線はスロープと階段を考
えています。

園名板

あそびゾー
ン

中間に設定します。斜面を活かしたあそ
び、芝生（草地）の斜面に寝転ぶ、滑るな
どを想定しています。

ｱｽﾚﾁｯｸ（丸太ﾈｯﾄ）、
ｱｽﾚﾁｯｸ（丸太橋）、
ﾌﾟﾚｲｽｶﾙﾌﾟﾁｬｰ、ﾍﾞﾝﾁ

あそびゾー
ン（幼児
用）

北側に設定します。子供が安心して遊べる
平らな場所、人の目が届くところを考えて
います。

砂場、ﾊﾟｰｺﾞﾗ（1
連）、水飲み

運動 広場ゾーン

休憩

コミュニ
ケーション

みどり 修景ゾーン

自然観察

植栽・バッ
ファーゾー
ン（みど
り・自然観
察）

西側と東側にバッファーゾーンを確保、北
側と南側に植栽ゾーンを確保します。

植栽

安心・安全 安心・安全
見通しを確保します。

その他 その他

北東側の入口脇に自転車用のスペースを確
保します。西側にスロープを地形に合わせ
て設置し、崖部分には擁壁・転落防止柵の
設置します。

自転車置場、スロー
プ

休憩ゾーン

南東側の高台に設定します。公園のランド
マークとなる樹木を核とした見晴らしの良
い空間です。

あそび

ﾊﾟｰｺﾞﾗ（2連）、縁
台、ｼﾝﾎﾞﾙﾂﾘｰ



 

 

キ ー ワ ー ド ゾ ー ン 等 検 討 内 容 主 な 導 入 施 設

入 口 ・ 動 線

4箇 所 に 設 置 し ま す 。 北 側 中 央 と 北 西 側 ・
南 側 の 隅 に 2箇 所 づ つ で す 。 園 内 動 線 は ス
ロ ー プ と 階 段 で 、 階 段 は 擬 木 階 段 等 コ ン ク
リ ー ト で 大 げ さ に し な い 計 画 で す 。 そ れ ぞ
れ の ゾ ー ン を 結 ぶ 通 路 が 欲 し い と 考 え て い
ま す 。

あ そ び ゾ ー
ン

中 間 に 設 定 し ま す 。 斜 面 と い う マ イ ナ ス 要
因 を 活 用 し 積 極 的 に 斜 面 を 活 か し た あ そ び
を 考 え て い ま す 。 平 場 を と っ て 多 く の 施 設
を 入 れ た い で す 。

長 い ﾛｰﾗｰ滑 り 台 、 ｱｽﾚ
ﾁｯｸ（ 丸 太 ﾈｯﾄ） 、 2連
ﾌﾞﾗﾝｺ、 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ遊
具 、 ﾌﾟﾚｲｽｶﾙﾌﾟﾁｬｰ、
鉄 棒 、 ﾍﾞﾝﾁ、 鉄 棒 、
草 す べ り

あ そ び ゾ ー
ン （ 幼 児
用 ）

北 西 側 に 設 定 し ま す 。 子 供 が 安 心 し て 遊 べ
る 平 ら な 場 所 で 活 動 的 な あ そ び と 空 間 を 区
分 を 想 定 し て い ま す 。

ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊 具 （ 幼 児
用 ） 、 砂 場 、 ﾍﾞﾝﾁ、
水 飲 み

運 動 広 場 ゾ ー ン

休 憩

コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン

み ど り 修 景 ゾ ー ン
公 園 の 入 口 ・ 道 路 と の 境 界 の 斜 面 を 花 物 で
積 極 的 に 修 景 し ま す 。

花 木

自 然 観 察

植 栽 ・ バ ッ
フ ァ ー ゾ ー
ン （ み ど
り ・ 自 然 観
察 ）

西 側 と 東 側 に バ ッ フ ァ ー ゾ ー ン を 確 保 、 北
側 と 南 側 に 植 栽 ゾ ー ン を 確 保 し ま す 。

植 栽

安 心 ・ 安 全 安 心 ・ 安 全 見 通 し を 確 保 し ま す 。

そ の 他 そ の 他

西 側 に ス ロ ー プ を 設 置 、 崖 部 分 に 擁 壁 ・ 転
落 防 止 柵 の 設 置 を 想 定 し て い ま す 。 ス ロ ー
プ は も っ と や わ ら か い 形 に し て 、 そ れ を 園
路 の 一 部 と し ま す 。 南 側 は 歩 道 を 連 続 さ せ
道 路 と の 間 に 良 好 な 空 間 を つ く り ま す 。 管
理 用 の 作 業 者 が 入 れ る 入 口 を 上 部 に 設 定 し
た い と 考 え て い ま す 。

ス ロ ー プ 、 作 業 者 の
入 口 、 歩 道 の 延 長

休 憩 ゾ ー ン

南 側 の 高 台 に 設 定 し ま す 。 高 木 （ サ ク ラ 等
の 花 木 ） の 列 植 に よ る 花 見 と 休 憩 の 空 間 で
す 。

あ そ び

ﾊﾟｰｺﾞﾗ（ 2連 ） 、 縁
台 、 野 外 卓 、 ﾍﾞﾝﾁ、
高 齢 者 が ち ょ っ と 腰
を の せ る ﾍﾞﾝﾁ



 

キ ー ワ ー ド ゾ ー ン 等 検 討 内 容 主 な 導 入 施 設

入 口 ・ 動 線

4箇 所 に 設 置 し ま す 。 北 側 と 南 側 の 隅 に 2
箇 所 づ つ 、 北 東 側 は ス ロ ー プ 、 南 西 側 入 口
は 西 側 の 歩 道 を 延 長 し た 形 を 想 定 し て い ま
す 。 園 内 動 線 は ス ロ ー プ と 階 段 を 考 え て い
ま す 。

歩 道 風 入 口 広 場

あ そ び ゾ ー
ン

中 間 に 設 定 し ま す 。 斜 面 を 活 か し た ワ イ ル
ド あ そ び と ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊 具 の あ る 空 間 で
す 。

滑 り 台 +ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ、 ｱｽﾚ
ﾁｯｸ（ 丸 太 ﾈｯﾄ） 、 ｺﾝﾋﾞ
ﾈｰｼｮﾝ遊 具 （ 小 児
用 ） 、 ﾍﾞﾝﾁ

あ そ び ゾ ー
ン （ 幼 児
用 ）

南 側 に 設 定 し ま す 。 子 供 が 安 心 し て 遊 べ る
平 ら な 場 所 で 休 憩 ゾ ー ン と 連 続 し た 空 間 で
す 。

4連 ﾌﾞﾗﾝｺ、 ｱｽﾚﾁｯｸ
（ 丸 太 橋 ） 、 砂 場

運 動 広 場 ゾ ー ン
南 側 に 設 定 し ま す 。 平 ら な 場 所 で 多 目 的 な
利 用 を 想 定 し た 空 間 で す 。

ﾍﾞﾝﾁ、 水 飲 み

休 憩

コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン

み ど り 修 景 ゾ ー ン

斜 面 の 上 に 設 定 、 花 木 を 中 心 と し た 見 晴 ら
し の 良 い 空 間 で す 。

野 外 卓 、 花 木

自 然 観 察

植 栽 ・ バ ッ
フ ァ ー ゾ ー
ン （ み ど
り ・ 自 然 観
察 ）

西 側 と 東 側 に バ ッ フ ァ ー ゾ ー ン を 確 保 、 北
側 と 南 側 に 植 栽 ゾ ー ン を 確 保 し ま す 。

植 栽 、 花 木 （ 花 見 ）

安 心 ・ 安 全 安 心 ・ 安 全
見 通 し 、 見 渡 し の 確 保 し ま す 。 （ 公 園 の 外
か ら も ）

照 明 、 時 計

そ の 他 そ の 他

南 西 側 の 入 口 脇 に 自 転 車 用 の ス ペ ー ス 確
保 、 西 側 に ス ロ ー プ を 設 置 し ま す 。

自 転 車 置 場 、 ス ロ ー プ

休 憩 ゾ ー ン

全 体 が 見 渡 せ る 中 心 の 高 台 に 設 定 し ま す 。

あ そ び

四 阿 、 野 外 卓



 

1.第 3 回ワークショップの内容 
・計画の基本方針、テーマの設定を行います。 
・計画案を決定します。 
・維持管理、公園愛護会について話し合います。 

 
2..スケジュール 

・次回開催 3 月 11 日（日曜日）14:00 から 17:00、村岡公民館にて 
 

3.その他 
・第 2 回ワークショップ資料の要望がありましたら、公園みどり課担当 

までご連絡下さい。 
 

1.ゾーニングの共通点 

「入口・動線」 

・入口は 4 箇所、園内の動線はスロープと階段です。 

「あそびゾーン」 

・斜面を活かしたワイルドな遊びと幼児用の遊び場を分けて設定し

ています。 

・幼児用の遊び場は安心して遊べるように平らな場所を確保してい

ます。 

「休憩ゾーン」 

・南側の高台に設定しています。 

・パーゴラ、四阿といった施設に加えて、花木・シンボルツリーに

よる修景的な要素が含まれた空間を意識しています。 

「植栽ゾーン」 

・西側と東側は植栽あるいは物理的な距離を確保することで、隣接

住宅のプライバシーを守るバッファーゾーンを形成しています。 

・北側と南側は道路からの安全を確保する植栽空間をとっていま

す。 

「安心・安全」 

・公園の見通しを確保することを考えています。 

「その他」 

・西側にスロープを設定しています。 

・崖部分は擁壁と転落防止柵を想定しています。 

 

2.計画案の共通点 

・＜赤＞グループと＜青＞グループに共通項目がみられるようです。

再度、行政とコンサルタントで検討を行ってみます。 

 

3.第 2 回ワークショップでの宿題 

「計画案の提示」 


